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専
決
処
分
の
承
認

議
　
案

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月

３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
９
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
７
会
計
の
補
正
予
算
な
ら

び
に
条
例
の
制
定
６
件
、
追
加
議
案

２
件
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
。

特
別
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算

議 長

西　哲夫

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
春
を
迎
え
謹
ん
で
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は

お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
５
月
１
日
に
新
天
皇
陛

下
が
即
位
さ
れ
平
成
か
ら
令
和
に

元
号
が
変
わ
り
、
10
月
に
は
消
費

税
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
な
ど
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
消
費
増
税
に
よ
り
国
で
は

そ
の
収
入
の
一
部
を
幼
児
教
育
、

保
育
の
無
償
化
に
活
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
合
わ

せ
上
関
町
で
は
子
育
て
支
援
を
更

に
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

昨
年
は
「
中
学
生
議
会
」
を
初

め
て
開
催
し
、
学
生
の
郷
土
愛
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
も
２
月
14
日
に
第
２
回
中
学
生

議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
「
議
会
改
革
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
議
会
運
営
の

改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
町
の
課
題
は
財
政
の
健
全

化
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
多
く
の
難
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
も
課
題
解
決
に
執

行
部
と
協
調
し
、
町
の
存
続
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
注
力
し
、

住
民
福
祉
向
上
に
積
極
果
敢
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
庚
子
（
か
の

え
ね
）」
で
す
。
十
二
支
の
始
ま
り

で
、
成
長
、
繁
栄
の
格
言
が
あ
り

町
も
成
長
で
き
る
よ
う
議
会
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
町
は
新
庁
舎
建
設
工

事
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
第
５
次

総
合
計
画（
令
和
２
年
～
６
年
）に

も
着
手
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
請
を
町

政
に
届
け
、
住
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
本
年
が
穏
や
か
で
皆
様

に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

念
願
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

条
例
の
制
定

◆
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
４
５
１
４

万
８
千
円
増
額
し
、
予
算
の
総
額
を

34
億
２
７
３
９
万
円
と
す
る
。

　

主
な
歳
入

　

国
庫
支
出
金
に
お
い
て
、
子
供
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
国
庫
負

担
金
の
増
額
、
繰
入
金
に
お
い
て
新

庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金
、
町
債
に
お

い
て
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

債
の
増
額
。

　

主
な
歳
出

　

各
費
目
で
の
給
与
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
、
総
務
費
に
お
い
て
新

庁
舎
建
設
に
か
か
る
工
事
請
負
費
お

よ
び
財
産
購
入
費
の
増
額
、
民
生
費

◆
主
な
も
の
は
、
各
会
計
に
お
い
て

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
歳
出
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
の
増
額
な
ど
。

◆
上
関
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

成
年
被
後
見
人
な
ど
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
な
ど
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
改
正
。

◆
上
関
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
お
よ
び
山

口
県
職
員
の
給
与
改
正
に
伴
い
、
こ

れ
に
準
じ
て
本
町
一
般
職
の
職
員
な

ど
の
給
与
を
改
め
る
。

に
お
い
て
社
会
福
祉
総
務
費
の
ひ
な

の
里
よ
り
あ
い
館
の
修
繕
に
か
か
る

工
事
請
負
費
の
増
額
、
保
育
所
費
の

保
育
所
委
託
料
の
増
額
、
農
林
水
産

業
費
に
お
い
て
農
地
費
の
工
事
請
負

費
の
増
額
な
ど
。
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工
事
請
負
契
約
の
締
結

新庁舎建設地

◆
上
関
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
運
用

に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を

制
定
。

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
上
関
町
職
員

定
数
条
例
な
ど
10
件
の
条
例
の
一
部

改
正
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

◆
上
関
町
基
金
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正

　

新
た
に
、
上
関
町
森
林
環
境
整
備

基
金
を
設
置
。

◆
上
関
町
集
落
排
水
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
　

手
数
料
お
よ
び
使
用
料
の
改
正
。

追
　
加
　
議
　
案

●
工
事
名

　

令
和
元
・
２
年
度
上
関
町
新
庁
舎

　

建
設
工
事

　

・
契
約
金
額

　
　

8
億
５
５
２
５
万
円

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　

井
森
工
業
・
河
本
土
木
建
設
特
定

　
　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
構
成
員

　
　
　

井
森
工
業
㈱

　
　
　

取
締
役
社
長　

吉
﨑
　
雅
弘

　
　

構
成
員

　
　
　

㈱
河
本
土
木
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

河
本　

将
志

●
工
事
名

　

令
和
元
～
４
年
度
祝
島
し
尿
運
搬

　

船
建
造
工
事

　

・
契
約
金
額

　
　

９
１
０
６
万
９
千
円

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　

門
脇
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

代
表
者　

門
脇　

儀

質質
疑疑

応応
答答

　

山
戸
孝
議
員

　

保
育
所
費
と
し
て
一
般
財
源
か
ら

２
６
４
万
２
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、３
歳
児
未
満
の
保
育
料
無
償
化

に
よ
る
も
の
か
。こ
れ
ま
で
の
町
独
自

の
支
援
策
と
新
し
い
制
度
の
町
の
負

担
の
差
は
。

　

菊
間
保
健
福
祉
課
長

　

今
回
の
補
正
は
３
歳
児
未
満
の
対

象
者
数
の
増
加
と
、
来
年
１
月
か
ら

の
新
た
な
保
育
料
無
償
化
に
よ
る
も

の
。町
負
担
の
差
額
は
１
ヶ
月
あ
た
り

25
万
円
程
度
、３
ヶ
月
で
約
77
万
円
の

増
額
。

　

山
戸
孝
議
員

　

３
歳
児
未
満
の
保
育
料
無
償
化
と
、

副
食
費
の
半
額
負
担
は
来
年
度
以
降

も
継
続
す
る
の
か
。

　

松
中
副
町
長

　

制
度
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。　

　

山
谷
良
数
議
員

　

上
関
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
任
用
職
員
と
臨
時
職
員
と
ど
う

違
い
が
あ
る
か
、
ど
の
程
度
予
算
に

影
響
が
出
る
か
。

　

立
畠
総
務
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
４
月
か
ら

３
月
ま
で
一
年
間
の
契
約
と
な
る
。

現
在
、
各
課
で
協
議
を
進
め
て
い
る

段
階
。
試
算
で
は
一
人
当
た
り
年
間

40
万
円
く
ら
い
の
増
額
に
な
る
。

　

山
谷
良
数
議
員

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
は
何
名
い
る

か
。
来
年
度
予
算
は
ど
の
程
度
増
額

す
る
か
。

　

立
畠
総
務
課
長

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
は
１
６
０
名

く
ら
い
で
、今
は
勤
務
体
系
の
実
態
を

把
握
し
て
い
な
い
の
で
金
額
は
出
て

な
い
。
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山
谷
良
数
議
員

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て
の

思
い
を
踏
ま
え
た
上
で
任
用
を
お
願

い
す
る
。

　

山
戸
孝
議
員

　

こ
れ
ま
で
町
が
建
設
し
た
施
設
で

は
、
最
近
は
４
～
21
％
ほ
ど
当
初
の

契
約
金
額
よ
り
増
額
し
て
い
る
。今
後

の
新
庁
舎
建
設
の
契
約
金
額
が
増
額

す
る
不
安
要
素
は
あ
る
か
。
そ
の
場

合
、
対
応
す
る
余
力
が
基
金
に
あ
る

か
。先

浜
土
木
建
築
課
長

　

見
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
変
更

が
あ
る
場
合
が
多
い
。
庁
舎
で
は
基

礎
、ボ
ー
リ
ン
グ
。
事
前
に
調
査
は
想

定
し
て
設
計
し
て
い
る
が
、
増
減
ど

ち
ら
の
場
合
も
あ
る
。
本
来
の
構
造

に
大
き
な
変
更
は
な
い
と
考
え
る
。

立
畠
総
務
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り

の
数
字
で
推
移
し
て
い
る
。
当
初
は

12
億
５
千
万
円
。
基
金
と
起
債
を
充

当
し
て
い
る
。現
状
は
十
分
余
力
が
あ

る
。

議

員

研

修

　

山
口
県
町
自
治
研
修
会

山
口
県
町
自
治
研
修
会

　

９
月
27
日
、
山
口
市
で
開
催
さ
れ

た
山
口
県
町
自
治
研
修
会
に
出
席

し
、
政
治
評
論
家　

有
馬
晴
海
氏
の

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」
に

つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
。
私
た
ち
地

方
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
今
後
の

政
治
と
経
済
に
つ
い
て
、
研
鑽
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
研
修
で
し
た
。

　

熊
毛
郡
町
議
会
議
員

熊
毛
郡
町
議
会
議
員

　
　

合
同
研
修
大
会

　
　

合
同
研
修
大
会

10
月
30
日
、
田
布
施
町
商
工
会
館

に
て
熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修

大
会
が
開
催
さ
れ
、「
山
口
県
の
環
境

施
策
に
つ
い
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
」

の
演
題
で
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環

境
政
策
課
調
整
監　

大
嶋
裕
司
氏
の

講
演
が
あ
り
、
県
の
環
境
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
の
考
え
方
が
わ
か
り
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
県

山
口
県

　
　

町
議
会
広
報
研
修
会

　
　

町
議
会
広
報
研
修
会

11
月
８
日
、
上
関
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
町
議
会
広
報
研
修
会
を
開

催
、
県
内
５
町
の
町
議
会
広
報
委
員

が
出
席
し
、
議
会
広
報
の
紙
面
作
り

な
ど
の
情
報
交
換
会
を
行
い
広
報
作

成
に
つ
い
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

熊
毛
郡
議
会
広
報

　

熊
毛
郡
議
会
広
報

　
　

連
絡
協
議
会
視
察
研
修

　
　

連
絡
協
議
会
視
察
研
修

11
月
20
日
に
広
島
県
世
羅
町
で
、

熊
毛
郡
３
町
合
同
で
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
の
編
集
体
制
、方
針
、方

法
、
広
報
作
成
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
同
協
議
会

の
親
睦
も
深
ま
り
、
大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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祝島独特の練り塀

観
光
関
連
事
業
に
つ
い
て

観
光
関
連
事
業
に
つ
い
て

　

本
町
は
町
お
こ
し
活
性
化
の
た
め

に
様
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
期
待
度
の
高
い
も
の

と
し
て
観
光
関
連
事
業
の
展
開
と
考

え
る
。
現
在
、
様
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
よ
り
上
関
町
の
認
知
度
も
上

が
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。
祝
島
で

は
来
年
、
４
年
に
一
度
の
神
舞
が
開

催
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
観
光
事
業

と
し
て
の
可
能
性
な
ど
話
す
機
会
も

増
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
展
開
に
は

緻
密
な
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。
町
は
観
光
関
連
事
業
の
展
開
に

対
し
ど
の
よ
う
な
戦
略
、
考
え
を
持

っ
て
い
る
の
か
。

　
産
業
振
興
の
重
要
な
位
置
づ
け

と
し
て
観
光
事
業
の
展
開
は
期
待

が
高
く
、
現
在
、
策
定
作
業
中
の
第

５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
重
点
施

策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
予
定
で

あ
る
。
道
の
駅
や
温
泉
施
設
の
整

備
な
ど
に
よ
り
、
平
成
23
年
に
は

７
万
２
千
人
だ
っ
た
観
光
客
数
が
平

成
30
年
度
に
は
37
万
３
千
人
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
上
盛
山
周
辺
に
花
木
公
園
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
観
光
振
興

の
最
大
の
目
的
は
、
観
光
産
業
を
お

こ
し
、
町
の
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

山根 善夫 議員

町
の
重
点
施
策
の
一
つ

質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

１２月定例議会では３名の議員が１２月定例議会では３名の議員が

　　　　　　　　３件の質問をしました。　　　　　　　　３件の質問をしました。
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①
11
月
５
日
に
調
査
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
②
弊
害
が
出
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
今
の
状

況
を
み
る
と
あ
ま
り
影
響
は
無
い
と

受
け
止
め
て
い
る
。
③
こ
れ
ま
で
原

子
力
と
町
の
事
業
を
混
同
し
て
判
断

し
た
こ
と
は
な
く
、
支
障
は
無
い
と

考
え
る
。
④
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心

情
や
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
事
態
の
推
移
な
ど
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
。
要

請
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
⑤

安
心
・
安
全
な
原
子
力
発
電
所
の
建

設
に
必
要
な
調
査
で
あ
り
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

中
国
電
力
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

中
国
電
力
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
は

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
は

　

今
回
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
幸

い
多
く
の
町
民
は
冷
静
に
現
状
を
見

て
い
る
が
、
中
国
電
力
か
ら
は
地
元

軽
視
の
姿
勢
が
透
け
て
見
え
る
。
①

町
に
説
明
は
あ
っ
た
か
。
②
ま
ち

づ
く
り
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
見

解
を
。
③
や
は
り
原
発
計
画
の
存
在

そ
の
も
の
が
ま
ち
づ
く
り
の
支
障
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
④
町
長
が
福

島
第
一
原
発
事
故
後
に
中
国
電
力
へ

「
慎
重
な
対
応
」
を
要
請
し
た
理
由

は
。
そ
の
要
請
は
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
の
か
。
⑤
中
国
電
力
に
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
中
止
・
中
断
を
要
請

す
る
考
え
は
な
い
か
。

質
問

岩木 和美 議員

今
の
時
点
で
は
あ
ま
り
影

響
は
無
い

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
設
置
に
つ
い
て

の
設
置
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
の
地

域
住
民
へ
の
伝
達
手
段
と
し
て
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

大
雨
や
強
風
、
集
落
や
山
な
ど
で
反

響
し
て
聞
き
づ
ら
い
と
い
う
問
題
点

も
あ
る
。
防
災
情
報
が
届
き
に
く
い

人
た
ち
に
、
き
め
細
か
く
防
災
情
報

を
届
け
る
た
め
に
住
居
内
の
戸
別
受

信
機
が
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
か
ら
町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
危

険
を
速
や
か
に
住
民
に
知
ら
せ
避
難

誘
導
が
大
切
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
本
町
で
の
戸
別
受
信
機
の

設
置
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

質
問

有
効
な
活
用
方
法
な
ど
検

討
し
て
い
き
た
い

　
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
で
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
た
ち
で
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
く
中
で
、
戸
別
受
信
機
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
有
効
に
活
用
で
き
る
方

法
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
災
害
が
甚
大
化
す
る
中
で
情
報
の

提
供
や
避
難
行
動
な
ど
住
民
の
生
命

を
守
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
効
果
や
設
置
方
法
、
有
効
な

活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
協
議

し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

山戸 孝 議員

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

定期船航路から見た田ノ浦

指定避難所に設置している戸別受信機
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議　会　日　誌
（９月14日～ 11月 25日）

月 日 件　　　名 開催場所

9 14 上関町小・中学校合同
大運動会 上関小学校運動場

17 第 3回定例会本会議 議場

18 全員協議会 会議室

20 産業厚生常任委員会 会議室

20 総務文教常任委員会 会議室

25 第 3回定例会本会議 議場

26 第 3回定例会本会議 議場

26 議会運営委員会 会議室

27 県町議会議長会臨時会 山口市

27 県離島振興市町議会議
長会臨時会 山口市

27 山口県町自治研修会 山口市

30 例月出納検査 議員控室

10 4 議会広報委員会 議員控室

5 2019 サザンセトロングラ
イド㏌やまぐち前夜祭 柳井市

6 2019 サザンセトロング
ライド㏌やまぐち 柳井広域市町

8 議会広報委員会 議員控室

9 かみのせき苑敬老会 かみのせき苑

10 定例表彰委員会 会議室

11 柳井地区広域市町議会
議長会臨時会 柳井市

15 議会広報委員会 議員控室

18 最低賃金の改善と中小企
業支援の充実について 議員控室

18 議会広報委員会 議員控室

23 全国原子力発電所所在
市町村協議会全体会議 東京都

23
第 46 回山口県商工会大
会「地域振興懇話会」

山口市

月 日 件　　　名 開催場所

28 例月出納検査 議員控室

30 熊毛郡町議会議員合同
研修大会 田布施町

11 1 県町議会議長会定例会 山口市

3 定例表彰式
愛・ランドフェア 総合文化センター周辺

7 第２回上関町人権学習
講座 上関小中学校体育館

8 山口県町議会広報研修会 総合文化センター

12
離島振興市町村議会議
長全国大会

東京都

13 全国町村議会議長会創
立 70 周年式典 東京都

13 町村議会議長全国大会 東京都

14 熊毛郡町議会議長会県
外研修 東京都

20 熊毛郡議会広報連絡協
議会視察研修 広島県世羅町

22 町ＰＴＡ連合会研修大会 総合文化センター

25 議会運営委員会 会議室

25 中学生議会打合せ 会議室

山口県町議会広報研修会
（11 月 8 日）
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委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

井
原　

久
治

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

3
月
４
日(

水)

の
予
定
で
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
初
の
す
が
す
が
し

い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
は
、
新
年
早
そ
う
に
町
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
出
初
め
式
ま
た
、
昨
年

の
夏
、
台
風
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
輝
か
し
い
新
年

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

子
年
に
あ
た
り
、
未
来
へ
の
大
い
な

る
可
能
性
を
感
じ
る
新
し
い
十
二
支

の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
本
年
が
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
実
り
あ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
ご
繫
栄
・
ご
健
勝
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
中
学
生
議
会
開
催

今
年
度
も
中
学
生
議
会
開
催

　

上
関
中
学
校
で
は
、
２
年
生
を
対

象
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
初
め
て
開
催
し
、今

年
度
も
、
2
月
14
日
に
「
中
学
生
議

会
」
を
行
う
予
定
で
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

議
員
一
同

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
創
立
70
周
年
記
念
表
彰

・
永
年
功
労
者
表
彰

　
　

山
谷　

良
数　

議
員

　
　
　
（
在
職
年
数　

33
年
10
月
）

　
　

佐
々
木　

襄　

氏

　
　
　
（
在
職
期
間　

32
年
１
月
）

・
特
別
功
労
者
表
彰

　

第
35
代
山
口
県
町
議
会
議
長
会
会
長

　
　

山
谷　

良
数　

議
員

　
　
　
（
在
任
期
間　

平
成
22
年
３
月

３
日
～
平
成
26
年
2
月
27

日
）

お
願
い

・
学
校
教
材
の
計
画
的
な
整
備
推
進

に
つ
い
て
の
お
願
い

　
　
　

一
般
社
団
法
人

　
　
　

日
本
教
材
備
品
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

大
久
保　

昇

・「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　
　

山
口
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　

議
長　

中
野　

敏
彦

・
令
和
２
年
度　

観
光
協
会
助
成

　
　
　

上
関
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

会
長　

濵
田　

憲
昭

・
令
和
２
年
度　

商
工
助
成

　
　
　

上
関
町
商
工
会

　
　
　
　
　

会
長　

濵
田　

憲
昭

・
令
和
２
年
度　

商
工
会
助
成

　
　
　

山
口
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

藤
村　

利
夫

・
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に

　
　
　
　
　
　

か
か
わ
る
要
望

　
　
　

上
関
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

鶴
田　

昌
規

要
　
望

陳
　
情

編

集

後

記

Pick
UP


